






～図形を動的に観察することを通して，見いだした事柄を数学的に表現する～
　図形の性質を考察する場面では，予想した事柄が成り立つ理由を筋道を立てて考えることや条件を保ったまま図
形を動かしても成り立つ事柄を見いだすことが大切です。そこで，本授業アイディア例では，三角定規を変えて動
かしたとき，重なったところにできる四角形について，観察や操作，実験などの活動を通して，いつでも成り立つ
事柄を見いだし，それを数学的に表現できるようにする指導事例を紹介します。

数学数学
TYPE

L
9 ⑶

「三角定規を重ねると，どんな四角形ができるか考えよう」

前の時間には，30°，60°，90°の同じ三角定規２つを重ねると長方形ができることが
わかりました。本時は，一方の三角定規を 45°，45°，90°の三角定規に変えて，
２つの三角定規が重なったところにできる四角形ARGSについて考えます。

1. 三角定規が重なったところにできる四角形について，図形の性質を見いだす。

3. 四角形ＡＲＧＳについての考察を振り返り，その特徴をまとめる。

授業アイディア例

課題の見られた問題の概要と結果

9  平行線や角の性質を基に，図形を考察すること（三角定規）
9 ⑶ 正答率 29.3%
　∠ARGや∠ASGの大きさについていつでもいえることを書く。

〔第2学年〕
Ｂ　図形　(１)イ(ア)

学習指導要領における領域・内容

● 観察や操作，実験などの活動を通して成り立つと予想される事柄を見いだし，これを論理的に考察する場面を設定するこ
とが大切である。

● ある条件の下でいつでも成り立つ図形の性質を見いだして，それを数学的に表現する場面を設定することが大切である。

「令和３年度　報告書　中学校　数学」 P.５９～P.６６，「令和３年度　解説資料　中学校　数学」 P.４８～P.５３参照

本授業アイディア例 活 イ用 の ンポ ト ！
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重なったところにできる四角形ARGSは，どのような四角形でしょうか。
考察を振り返って，四角形ARGSにいえる特徴をまとめましょう。

図のように，点Ｇが辺BC上にあり，辺HIが辺BCと平行になるように△GHIを左に動かします。
このとき，四角形ARGSについて，どのようなことがいえそうか考えてみましょう。

「△GHIを動かしたとき，四角形ARGSの∠ARGの大きさが一定である」
ことを説明することができましたね。

私は長方形になることの証明と
同じようにして考えてみたよ。

重ねる三角形を三角定規以外に変えたら，どのような四角形ができるのかな。
どのような特徴がある四角形か調べてみたいな。

△AIRで，∠ARGは外角とみること
ができるね。だから，∠ARGは
∠RAIと∠RIAの和になるね。

ポイント

教師

△GHIを動かしたとき，四角形ARGSの辺の長さは変わりますね。
∠ARGと∠ASGの大きさについて調べてみましょう。

ポイント

重なったところにできる四角形ARGSは，どのような四角形ですか。

四角形ARGSの向かい合う角どうしの和はいつでも180°になります。

点Ｒを通るIHとの平行な線を引くと平行線の同位角から，105°を求めることもできるよ。

四角形ARGSは，最初は特徴がない普通の四角形だと考えていたけど，
四角形ARGSの４つの角の大きさについていろいろな特徴があることがわかりました。

２． 予想したことが成り立つことを数学的に説明する。

四角形ARGSは長方形では
なさそうです。

∠ARGは 90°より大きくて，
∠ASGは 90°より小さいです。

私がかいた図でも 105°になったよ。

∠ARGと∠ASGの大きさは
わからないね。でも，∠ARG
の方が∠ASGより大きいよ。

２つの三角定規は直角三角形
だから，∠RASと∠SGRが90°
であることは変わりません。

三角定規を動かしても∠ARGと
∠ASGの大きさは変わらないよ。

辺の長さは変わります。

△GHIを動かすと，四角形ARGSの
形は変わります。やっぱり
長方形にはなっていないね。

点Ｇが辺ＢＣ上にあり，辺ＨＩが辺ＢＣと平行になるように
△ＧＨＩを左に動かします。
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「△GHIを動かしたとき，∠ARGの大きさが一定である」
と予想したことが成り立つことを説明してみましょう。

【証明】
ＩＨ‖ＢＣより，平行線の錯角が等しいので，
∠ＡＢＧ＝∠ＲＡＩ＝ 60°
∠ＡＲＧは△ＡＩＲの外角で，三角形の内角と外角の性質から，
∠ＡＲＧ＝∠ＲＡＩ＋∠ＲＩＡ
 ＝ 60°＋ 45°
 ＝ 05°
よって，∠ＡＲＧの大きさは 05°で一定である。
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ポイント

台形や平行四辺形でもなさそうなので，
特徴がない普通の四角形だね。

そうか。∠ARGの大きさは必ず
105°になるね。だから，∠ARGの
大きさは一定といえるね。

図 6

∠ARGの大きさを測ったら，105°になったよ。

△GHIを動かしたとき∠ARGの
大きさは変わらず一定になるのかな。
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平行線の錯角が等しいから，
∠ABGと∠RAI は 60°で等しいね。

∠ASGの大きさは，75°で一定です。△GHIを動かしても
四角形ARGSの４つの角は 105°，75°，90°，90°で変わりません。
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A
Q 　授業アイディア例は，どのようなときに活用できるのですか？　授業アイディア例は，どのようなときに活用できるのですか？

A
● 日々の授業や教材研究
●各学校での研修会や研究授業
●各教育委員会での研修会の資料
など，課題の解決に向けた様々な場面で活用することが考えられます。
この授業アイディア例が，先生方それぞれの授業づくりの広がりにつながっていくことを期待しています。

A

Q 　授業アイディア例は，小6や中3の担当が参考にするものですか？　授業アイディア例は，小6や中3の担当が参考にするものですか？

全ての先生が活用できるものを目指して作成しています。
本調査は小5・中2までの内容を出題しており，本調査で見られた課題は，小6・中3だけではなく，学校全体，
校種を通じた系統的・継続的な指導によって改善を図っていくことが大切です。
また，本授業アイディア例を他の教科等の授業づくりに活用することも考えられます。

A
本授業アイディア例では，調査結果から明らかになった課題の解決に向けた観点として次の2つのタイプ
を設けており，様々な方向から課題の解決に取り組めるようにしています。

学習過程の一部に焦点を当てて，学習指導の
改善・充実を図りたいときは

TYPE

S 数時間にわたる学習過程の中で，学習指導の
改善・充実を図りたいときは

TYPE

L

Q 　授業アイディア例に示してあるTYPE S・Lとは何ですか？　授業アイディア例に示してあるTYPE S・Lとは何ですか？

A

Q 　課題を把握して，授業の改善を図りたいのですが，　課題を把握して，授業の改善を図りたいのですが，
授業アイディア例のほかにも参考になるものがありますか？授業アイディア例のほかにも参考になるものがありますか？
授業アイディア例は，解説資料・報告書と併せて
活用すると効果的です。各授業アイディア例に
参照 として該当ページを示しています。

背幅 :3mm

製版寸法：天地 303
mm 左右 429mm

背幅 :4mm

製版寸法：天地 303
mm 左右 430mm

授業アイディア例 解説資料

報告書

背幅 :4mm

製版寸法：天地 303
mm 左右 430mm

背幅 :3mm

製版寸法：天地 303
mm 左右 429mm

1

33

1

33

Q 　過去の授業アイディア例や解説資料・報告書は　過去の授業アイディア例や解説資料・報告書は
どこで見ることができますか？どこで見ることができますか？

国立教育政策研究所のウェブサイトで見ることができます。
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.htmlA

授業アイディア例 &Q 授業アイディア例中学校

令和３年度 全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた
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「授業アイディア例」は，全国学力・学習状況調査の

調査結果を踏まえて，授業の改善・充実を図る際の

参考となるよう，授業のアイディアの一例を示すものと

して，国立教育政策研究所において作成したものです。

　本調査で見られた課題は，調査の対象学年だけでは

なく，学校全体で組織的・継続的な取組によって改善を

図っていくことが大切です。

「授業アイディア例」が，日々の授業や研修会など

様々な場面で活用され，児童生徒の学習状況の改善に

つながることを期待しています。

国立教育政策研究所教育課程研究センター
令和３年９月
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